
MRT株式会社

変化の時代を勝ち抜くための

薬剤師キャリア戦略
多様化するキャリアパスの理解と、自分らしいキャリアを築くためのロードマップ



多様なキャリアパスが分かる
キャリアアップ/チェンジ

の具体的戦略
アクションプランがわかる

はじめに：

薬剤師を取り巻く環境は、かつてないスピードで変化しています。

薬剤師数の増加、対物業務から対人業務へのシフト、テクノロジーの進化、そして社会のニーズの多様化。

このような状況下で、これまで通りのキャリアパスだけを歩むことが、必ずしも最適解ではなくなりました。

本資料では、現代の薬剤師が選択しうる多様なキャリアパスを網羅的に解説し、

ご自身の価値観や目標に合ったキャリアを能動的に築くための「キャリアアップ」「キャリアチェンジ」

という具体的な戦略、そしてその実現に向けたアクションプランを提示します。

薬剤師を取り巻く環境の変化とキャリア戦略の重要性
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 企業（ビジネスキャリア）
∟製薬会社（MR, CRA, DIなど）、CSO、CRO

医薬品開発や情報提供を通じ、より広い影響力を

発揮する道

02
調剤・臨床現場（王道キャリア）
∟調剤薬局、病院、ドラッグストア

専門性を深め、地域医療やチーム医療に貢献する道

01

行政・公的機関（公共キャリア）

∟公務員薬剤師（保健所、麻薬取締官など）、大学

公衆衛生や次世代育成に貢献する道

03 新興・その他（挑戦キャリア）

∟IT企業、コンサルティングファーム、ベンチャー

薬学知識を活かし、新たな価値を創造する道

04

薬剤師キャリアパスの全体像：

 　薬剤師の活躍の場は、伝統的な調剤・臨床現場から、企業、行政、IT、教育・研究分野など、

多岐にわたっています。自身の専門性や志向性に応じて、様々な選択肢が存在することを理解する

ことが、キャリアプランニングの第一歩です。

-主なキャリアパス-

もはや「薬局・病院」だけではない
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主要キャリアパス①：

患者と直接関わる調剤・臨床現場は、薬剤師の専門性を最も発揮できる領域です。ここでのキャ

リアは、経験を積むことで管理職や専門薬剤師を目指す道が拓けます。

調剤・臨床現場でのキャリア深化

調剤薬局

病院

地域密着型で、かかりつけ

薬剤師として在宅医療など

幅広い業務を経験。

チーム医療の一員として、

より専門的で高度な薬学管

理に携わる。

調剤に加えOTC販売や健康

相談、店舗マネジメント等

ビジネススキルも磨ける。

一般薬剤師 → 管理薬剤師 → エリアマネージャー/独立開業

一般薬剤師 → 病棟担当 → 専門・認定薬剤師/薬剤部長

調剤担当 → 店長 → スーパーバイザー/本社勤務(商品開発など)

種別 特徴 キャリアパス例

ドラッグストア
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主要キャリアパス②：

薬剤師の専門知識は、企業のビジネス活動や公衆衛生の領域でも高く評価されます。臨床現場と

は異なるスキルセットが求められますが、大きなやりがいと好待遇が期待できる分野です。

「薬剤師資格」を活かす企業・行政でのキャリア

製薬会社

行政/公的機関

MR(医薬情報担当者)

CRA(臨床開発モニター)

その他

公務員薬剤師

大学教員

医療従事者へ医薬品情報を提供。コミュニケーション能力が重要。

治験のモニタリングを担当。新薬開発の最前線。

学術、DI（医薬品情報）、品質管理、薬事申請など多様な職種が存在。

保健所での薬事衛生、環境衛生監視や、麻薬取締官など国の安全に貢献。

 研究活動や次世代の薬剤師育成に携わる。

種別 職種 特徴
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マネジメントスキルを磨く

求
め
ら
れ
る
力

・チームの統率力
・計算管理能力
・経営視点

役
職
例

・薬局長
・薬局部長
・ｴﾘｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ等

専門性を追求する

・探求心
・情報発信力
・特定領域に関する
　深い知識

・認定薬剤師
・専門薬剤師
・学会発表

専
門
例

求
め
ら
れ
る
力

年収向上を目指す

薬局長、エリアマネー
ジャー等の役職や各種
専門性の向上により実
現可能。
また、より待遇の良い
企業や法人への転職も
手段の一つ

キャリア戦略①：

キャリアアップとは、現在の職種や職場で、より高いポジションや専門性を目指し、
自身の市場価値を高めることです。年収向上や、より責任のある仕事への挑戦に繋がります。

キャリアアップで市場価値と専門性を高める
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キャリアチェンジとは、未経験の職種や業種に挑戦し、働く環境や役割を大きく変えることです。
現職での課題解決や、新たなやりがいの発見に繋がります。

働き方の改革

キャリア戦略②：キャリアチェンジで新たな可能性と働き方を拓く

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
考
え
る

主
な
動
機

年収アップ

新たな興味・関心

人間関係のリセット

「土日休み」「残業が少ない」など、
ワークライフバランスを重視。

調剤業務から、より高年収が期待できる
企業(製薬会社等)へ。

医薬品開発やITなど、別の分野への知的
好奇心。

職場の環境を変え、心機一転を図りたい。

これまでの経験の棚卸しと“ポータブルスキル(持ち運び可能なスキル)”の明確化が不可欠

-キャリアチェンジ成功のポイント-
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01
Will

（やりたいこと）

どのような仕事にやりがいを

感じるか？

将来、どのような自分になっ

ていたいか？

-例-

・専門性を高めたい

・新たなことに挑戦したい

・人の役に立ちたい

キャリアアップやキャリアチェンジを成功させるためには、まず「自分を知る」ことが

不可欠です。自身の価値観や強み・弱みを客観的に把握することで、進むべき方向性が

明確になります。

キャリアプランニングの第一歩：すべての土台となる「自己分析」

02
Can

（できること）

これまでの経験で得た知識/

スキルは何か？

自分の強みは何か？

-例-

・専門知識

・コミュニケーション能力

・管理能力　など

03
MUST

（すべきこと/求められること）

働く上で譲れない条件は何

か？

家族やライフステージから求

められることは何か？

-例-

・勤務地

・働き方

・年収　など
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具体的なアクションプラン：

自己分析や情報収集を一人で行うことには限界があります。客観的な視点を取り入れ、

選択肢を広げるために、キャリアの専門家への相談は非常に有効な手段です。

-キャリア相談で得られること-

客観的な視点を得る「キャリア相談」の活用

※相談前の準備として、これまでの経歴の整理と、自己分析（WILL/CAN/MUST）をある程度行っておくと、

より有意義な相談になります。

客観的な自己分析のサポート

自身の強みや市場価値をプロの視点でフィード

バックしてもらえる。

01 非公開求人を含む幅広い情報提供

個人ではアクセスしにくい求人や、業界のリア

ルな情報を提供してもらえる。

02

キャリアパスの壁打ち

自身の考えを整理し、新たなキャリアの可能性

を一緒に探ってもらえる。

03 選考対策のサポート

履歴書・職務経歴書の添削や、面接対策など、

実践的な支援を受けられる。

04
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本資料で解説した内容を基に、今日から始められるキャリアプランニングのステップをまとめます。
重要なのは、一度立てて終わりではなく、定期的に見直し、柔軟に軌道修正していくことです。

薬剤師を取り巻く環境の変化を認識する。
Will/Can/Mustのフレームワークで自分を見つめ直す。

step1

step2

step3

step4

環境理解と自己分析

情報収集と選択肢

の具体化

アクションプランの

策定と実行

振り返りと見直し

まとめ： 自分らしいキャリアを築くためのロードマップ

多様なキャリアパス（調剤、企業、行政など）について情報収集する。
キャリアアップ／キャリアチェンジの方向性を定める。

専門家（転職エージェントなど）に相談し、客観的な視点を得る。
具体的な目標（資格取得、転職活動など）を設定し、行動を開始する。

定期的に（例：1年に1回）キャリアプランを見直し、
必要に応じて修正する。
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よくあるご質問

Q

Q

Q

未経験で企業（製薬会社など）に転職するのは難しいですか？

20代～30代前半であればポテンシャル採用の可能性は十分にあります。特にCRA（臨床開発

モニター）やMRは未経験者歓迎の求人も多い職種です。臨床経験で培った知識やコミュニケ

ーション能力が強みになります。

キャリアプランが全く思い浮かびません。どうすれば良いですか？

まずは情報収集から始めることをお勧めします。様々なキャリアを歩む薬剤師のインタビュ

ー記事を読んだり、キャリアセミナーに参加したり、転職エージェントに「情報収集目的」

で相談してみるのも有効です。

専門薬剤師の資格取得はキャリアアップに繋がりますか？

はい、繋がります。特に病院薬剤師にとっては、専門性の証明となり、昇進や転職で有利に

働くことが多いです。資格手当などで年収アップに繋がるケースもあります。
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MRT薬剤師が提供するサービスについて

私たち「MRT薬剤師」は短期的な転職支援ではなく、薬剤師の皆さまの長期的なキャリア設計をお
手伝いしたいという信条のもと、国家資格キャリアコンサルタント有資格者によるキャリア相談や
転職支援、資料ダウンロードの配信などの情報発信も行っております。

転居を含む転職支援も得意
経験年数が同じでも、エリアによって
平均年収は異なります。全国対応の
MRTだから、転居を伴う転職も豊富な
実績があります。転職活動の重要なポ
イントを押さえ、サポートします。

例）
・求人票の注目ポイント 
・転居のメリット
・利用可能な補助金制度　etc...

転職支援

“寄り添い”がモットー
国家資格キャリアコンサルタントが多
数在籍するMRT。転職支援だけでな
く、キャリアや人間関係の悩みを解決
する「キャリアカウンセリング」にも
力を入れています。

例）
・今後のキャリアに迷っている
・人間関係を楽にしたい
・自分の強み弱みを理解したい　etc...

キャリアカウンセリング

10種類以上の資料を無料配布
転職だけでなく、キャリア、開業、
労務、資産運用など、薬剤師として
のキャリアを見据えた幅広い分野に
役立つ資料を揃えています。

例）
・薬剤師転職の新常識
・面接対策
・資産運用基礎ガイド
・薬局開業マニュアル　etc...

電子版資料ダウンロード
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MRT薬剤師を利用するメリット

転職活動やキャリア形成において、何をどのように始めるべきか迷うものです。そんなときこそ、

MRTのサポートを受けることで、より効率的かつ安心して次のステップへ進むことができます。

適切な情報で
効率的な準備

幅広い
サポート

自己理解と
キャリアの明確化

全国対応の
実績と信頼

金銭的な
サポート情報

求人票のポイント

や面接対策など、

正確で役立つ情報

でスムーズに行動

が進められます。

目先の転職だけでな

く、長期的なキャリア

形成や労務など、多角

的なサポートを受ける

ことができます。

強みや弱みを把握

し、最適なキャリ

アプランを構築で

きます。

豊富な支援実績と

国家資格キャリア

コンサルタントに

よる安心感のある

サポートです。

補助金制度や資産

運用の資料等、経

済的な負担軽減に

つながる知識が身

に付きます。
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本資料の内容に関するご質問や、具体的なキャリアプランニングのご相談は、

お気軽に下記までお問い合わせください。

経験豊富なキャリアアドバイザーが、

あなたの可能性を最大限に引き出すお手伝いをいたします。

お問い合わせは

こちら

TEL：050-5530-8156

https://ph.medrt.com/member/register
https://ph.medrt.com/member/register

